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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次 
第４期 

第１四半期累計期間 
第３期 

会計期間 
自2019年４月１日 
至2019年６月30日 

自2018年４月１日 
至2019年３月31日 

売上高 （千円） 261,155 1,045,083 

経常利益 （千円） 60,454 274,010 

四半期（当期）純利益 （千円） 39,493 192,102 

持分法を適用した場合の投資利益 （千円） － － 

資本金 （千円） 15,000 15,000 

発行済株式総数 （株） 4,890 4,890 

純資産額 （千円） 392,692 353,109 

総資産額 （千円） 526,077 576,612 

１株当たり四半期（当期）純利益 （円） 13.46 65.47 

潜在株式調整後１株当たり 

四半期（当期）純利益 
（円） － － 

１株当たり配当額 （円） － － 

自己資本比率 （％） 74.5 61.1 

 （注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。 

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。 

３．持分法を適用した場合の投資利益は、関連会社が存在しないため記載しておりません。 

４．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、新株予約権の残高はありますが、当社株式は

非上場であり、期中平均株価が把握できないため、記載しておりません。 

５．当社は、第３期第１四半期累計期間については四半期財務諸表を作成していないため、第３期第１四半期累

計期間に係る主要な経営指標等の推移については記載しておりません。 

６．当社は、2019年11月５日付で普通株式１株につき600株の株式分割を行っております。前事業年度の期首に 

当該株式分割が行われたと仮定し、1株当たり四半期（当期）純利益金額を算定しております。

 

２【事業の内容】

 当第１四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。また、主要な関係会 

社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

 当第１四半期累計期間において、当新規上場申請のための四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関

する事項のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は新規上場申請のための有価証券報

告書（Ⅰの部）に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

 文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。 

 

(1）財政状態の状況 

(資産） 

 当第１四半期会計期間末における資産合計は526,077千円となり、前事業年度末と比べ50,535千円減少しまし

た。これは、主として売掛金が5,253千円、投資有価証券が10,500千円増加した一方、現預金が54,889千円、繰延

税金資産が11,754千円減少したことによるものであります。

 

（負債）

 当第１四半期会計期間末における負債合計は133,384千円となり、前事業年度末と比べて90,118千円減少しまし

た。これは、主として未払金が5,366千円、未払法人税等が62,309千円、未払消費税等が21,522千円減少したこと

によるものであります。

 

（純資産） 

 当第１四半期会計期間末における純資産合計は392,692千円となり、前事業年度末と比べ39,582千円増加しまし

た。これは、主として四半期純利益の計上により利益剰余金が39,493千円増加したことによるものであります。

 

（2）経営成績の状況

 当第１四半期累計期間における我が国の経済は、企業業績の回復、雇用・所得環境の改善などにより、景気は緩

やかな回復基調がみられました。スタートアップマーケットにおいては、前事業年度に引き続き、VC/CVCによる積

極的な投資活動が継続しており、スタートアップ企業の人材採用ニーズは引き続き高水準で推移しております。ま

た、投資活動の活発化を背景に大企業とスタートアップ企業とのオープンイノベーションの取り組みも盛り上がり

を見せております。

 このような環境のもと、当社はタレントエージェンシーサービスの業容拡大に向け、引き続きヒューマンキャピ

タリストの採用強化に取り組んだ他、生産性向上のための各種施策を実施しております。また、従前から展開して

いるタレントエージェンシーサービスに加え、オープンイノベーションサービスを中心とするアクセラレーション

サービスの提供を開始しました。

 この結果、当第１四半期累計期間における売上高は261,155千円、営業利益60,444千円、経常利益60,454千円、

四半期純利益39,493千円となりました。 

 

 当社は、成長産業支援事業の単一セグメントであるため、セグメントごとの記載はしておりませんが、各サービ

ス別の経営成績は次のとおりであります。

 

・タレントエージェンシーサービス 

 タレントエージェンシーサービスにおいては、前事業年度に引き続きヒューマンキャピタリストの採用強化を行

っております。人材紹介サービスにおいては、社内教育や業務効率改善を中心とした生産性向上施策の実行、採用

ニーズの強い有力スタートアップ企業への営業強化、経営幹部層求人の支援強化に取り組みました。これらの結

果、人材紹介サービスにかかる契約社数及び取引数は堅調に増加しております。加えて、特に採用ニーズの強い企

業向けに「採用支援サービス」の営業強化を行っております。この結果、当第１期四半期累計期間における売上高

は259,609千円となりました。

 

・アクセラレーションサービス 

 2019年４月よりアクセラレーションサービスを開始しております。当第１四半期累計期間においては、サービス

認知度向上のため、大手企業に対するオープンイノベーションサービスの営業強化に取り組みました。この結果、

受注は堅調に推移し、売上高は1,545千円となりました。
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(3）経営方針・経営戦略等 

 当第１四半期累計期間において、当社が定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はありません。

 

(4）事業上及び財務上の対処すべき課題 

 当第１四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(5）研究開発活動 

 該当事項はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

当第１四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。 

 

2020/02/03 20:45:54／19574954_フォースタートアップス株式会社_公開申請書類（第１四半期）

- 3 -



第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株） 

普通株式 11,000,000 

計 11,000,000 

（注）2019年10月16日開催の取締役会決議により、2019年11月５日付で普通株式１株につき600株とする株式分割を

行っております。また、2019年11月５日開催の臨時株主総会の決議に基づき、定款の一部変更を行い、同日付 

で普通株式の発行可能株式総数を増加しております。これにより、普通株式の発行可能株式総数が10,980,440 

株増加し、11,000,000株となっております。

 

②【発行済株式】

種類 
第１四半期会計期間末現
在発行数（株） 
（2019年６月30日） 

提出日現在発行数（株） 
（2020年２月６日） 

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名 

内容 

普通株式 4,890 2,934,000 非上場 
単元株式数 

100株 

計 4,890 2,934,000 － － 

（注）１．2019年10月16日開催の取締役会決議により、2019年11月５日付で普通株式１株につき600株とする株式分割を

行っております。これにより、普通株式が2,929,110株増加し、2,934,000株となっております。

２．2019年11月５日開催の臨時株主総会決議により、2019年11月５日付で１単元を100株とする単元株制度を採用

しております。
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（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

第３回新株予約権

決議年月日 2019年４月24日

付与対象者の区分及び人数（名）  当社使用人 15名

新株予約権の数（個）  42個

新株予約権の目的となる株式の種類、内容及び数（株）  普通株式 42株（注1）

新株予約権の行使時の払込金額（円）  150,000円

新株予約権の行使期間 自 2020年７月１日 至 2027年６月30日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の発行

価格及び資本組入額（円）

発行価格  150,000円（注２）

資本組入額 75,000円（注３）

新株予約権の行使の条件

  各新株予約権の一部行使はできないものとする。 

  新株予約権の割当を受けた者（以下「新株予約権

者」という。）は、権利行使時において、当社の取締

役、監査役、従業員、顧問、協力先、業務委託先、当

社関連会社の取締役、監査役、従業員、顧問、協力先

及び業務委託先その他これに準ずる地位（以下、「権

利行使資格」という。）を保有していることとする。

ただし、任期満了による退任、定年退職、又はその他

権利行使資格を喪失した場合で当社取締役会の承認を

得た場合はこの限りではない。 

  当社の株式がいずれかの金融商品取引所への上場が

承認されるまでの期間は、新株予約権者は新株予約権

を行使することはできない。 

  新株予約権者が死亡した場合には、新株予約権者の

相続人は、新株予約権を行使することはできない。 

  その他の条件については、取締役会決議に基づき、

当社と新株予約権の割当を受ける者との間で締結する

「新株予約権割当契約書」の定めるところによる。 

新株予約権の譲渡に関する事項
  新株予約権を譲渡するには当社取締役会の決議を要

する。

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 （注４）

 ※新株予約権の発行時（2019年４月24日）における内容を記載しております。 

 （注）１．付与株式数は、本新株予約権の割当日後、当社が株式分割（当社普通株式の無償割当てを含む。以下同じ） 

または株式併合を行う場合、次の算式により調整されるものとする。ただし、かかる調整は、本新株予約権

のうち、当該時点で行使されていない本新株予約権の目的である株式の数についてのみ行われ、調整の結果

生じる１株未満の端数については、これを切り捨てる。 

調整後付与株式数＝調整前付与株式数×分割（または併合）の比率 

また、上記のほか、本新株予約権の割当日後、当社が合併、会社分割または資本金の額の減少を行う場合そ

の他これらの場合に準じ付与株式数の調整を必要とする場合には、合理的な範囲で、付与株式数は適切に調

整されるものとする。なお、上記の調整の結果生じる１株未満の端数については、切り捨てる 

２．割当日後、当社が当社普通株式につき株式分割または株式併合を行う場合、上記の行使価額は、株式分割ま

たは株式併合の比率に応じ、次の算式により調整されるものとし、調整により生じる１円未満の端数は切り

上げる。 

 

調整後行使価額 ＝ 調整前行使価額 ×
１

分割・併合の比率
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また、本新株予約権の割当日後、当社が時価を下回る価額で当社普通株式につき、新株式の発行または自己

株式の処分を行う場合は、次の算式により調整されるものとし、調整により生じる１円未満の端数は切り上

げる。 

 

       
既発行株式数 ＋

新規発行株式数 × １株当たり払込金額

調整後行使価額 ＝ 調整前行使価額 ×  新規発行前の１株当たり時価

        既発行株式数 ＋ 新規発行株式数

 

３．本新株予約権の行使により株式を発行する場合において増加する資本金の額は、会社計算規則第１７条第１  

項に従い算出される資本金等増加限度額の２分の１の金額とし、計算の結果１円未満の端数が生じたとき   

は、その端数を切り上げるものとする。また、この場合、増加する資本準備金の額は、上記の資本金等増加  

限度額から増加する資本金の額を減じた額とする。 

４．当社が、合併（当社が合併により消滅する場合に限る。）、吸収分割、新設分割、株式交換または株式移転

（以上を総称して以下、「組織再編行為」という。）を行う場合には、当社は、組織再編行為の効力発生日

に、新株予約権者に対し、それぞれの場合につき、会社法第236条第１項第８号イからホまでに掲げる株式

会社（以下、「再編対象会社」という。）の新株予約権を以下の条件に基づきそれぞれ交付することとす

る。ただし、以下の条件に沿って再編対象会社の新株予約権を交付する旨を、吸収合併契約、新設合併契約 

吸収分割契約、新設分割計画、株式交換契約または株式移転計画において定めた場合に限るものとする。 

（１）交付する再編対象会社の新株予約権の数 

新株予約権者が保有する本新株予約権の数と同一の数をそれぞれ交付する。 

（２）新株予約権の目的である再編対象会社の株式の種類 

再編対象会社の普通株式とする。 

（３）新株予約権の目的である再編対象会社の株式の数 

組織再編行為の条件等を勘案のうえ、上記１．に準じて決定する。 

（４）新株予約権の行使に際して出資される財産の価額 

交付される各新株予約権の行使に際して出資される財産の価額は、組織再編行為の条件等を勘案のう

え、上記「新株予約権の行使時の払込金額」で定められる行使価額を調整して得られる再編後行使価額

に、本項（３）に従って決定される当該新株予約権の目的である再編対象会社の株式の数を乗じた額と

する。 

（５）新株予約権を行使することができる期間 

上記「新株予約権の行使期間」に定める行使期間の初日と組織再編行為の効力発生日のうち、いずれか

遅い日から同「新株予約権の行使期間」に定める行使期間の末日までとする。 

（６）新株予約権の行使により株式を発行する場合における増加する資本金及び資本準備金に関する事項 

上記３．に準じて決定する。 

（７）譲渡による新株予約権の取得の制限 

譲渡による本新株予約権の取得については、再編対象会社の取締役会の決議による承認を要するものと

する。 

（８）その他新株予約権の行使の条件 

上記「新株予約権の行使の条件」に準じて決定する。 

（９）新株予約権の取得事由及び条件 

当社は、新株予約権者が新株予約権の行使の条件に該当しなくなった場合は、当該新株予約権を無償で

取得することができる。

（10）その他の条件については、再編対象会社の条件に準じて決定する。 

 

 

②【その他の新株予約権等の状況】

 該当事項はありません。 
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（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

 該当事項はありません。 

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日 
発行済株式総
数増減数 

（株） 

発行済株式総
数残高（株） 

資本金増減額 
（千円） 

資本金残高 
（千円） 

資本準備金増
減額 
（千円） 

資本準備金残
高（千円） 

2019年４月１日～ 

2019年６月30日 
－ 4,890 － 15,000 － 15,000 

（注）2019年10月16日開催の取締役会決議により、2019年11月５日付で普通株式１株につき600株とする株式分割を

行っております。これにより、発行済株式総数が2,929,110株増加し、2,934,000株となっております。

 

（５）【大株主の状況】

 当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。 

 

（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

2019年６月30日現在 
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容 

無議決権株式 － － － 

議決権制限株式（自己株式等） － － － 

議決権制限株式（その他） － － － 

完全議決権株式（自己株式等） － － － 

完全議決権株式（その他） 普通株式  4,890 4,890 － 

単元未満株式 － － － 

発行済株式総数 4,890 － － 

総株主の議決権 － 4,890 － 

（注）2019年10月16日開催の取締役会決議により、2019年11月５日付で普通株式１株につき600株の割合で株式分割を

行うとともに、2019年11月５日開催の臨時株主総会決議により、2019年11月５日付で１単元を100株とする単元

株制度を採用しております。これに伴い、普通株式2,934,000株、議決権の数は29,340個、発行済株式総数の株

式数は2,934,000株、総株主の議決権の数は29,340個となっております。

 

②【自己株式等】

該当事項はありません。 

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について 

 当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。 

 

２．監査証明について 

 当社は、株式会社東京証券取引所の「有価証券上場規程」第211条第６項に基づき、金融商品取引法第193条の２第

１項の規定に準じて、第１四半期会計期間（2019年４月１日から2019年６月30日まで）及び第１四半期累計期間

（2019年４月１日から2019年６月30日まで）に係る四半期財務諸表について、三優監査法人による四半期レビューを

受けております。 

 

３．四半期連結財務諸表について 

 当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。 

 

４．最初に提出する四半期報告書の記載上の特例 

 当新規上場申請のための四半期報告書は、「企業内容等開示ガイドライン２４の４の７－６」の規定に準じて前年

同四半期との対比は行っておりません。 
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１【四半期財務諸表】

（１）【四半期貸借対照表】

    （単位：千円） 

 
前事業年度 

（2019年３月31日） 
当第１四半期会計期間 
（2019年６月30日） 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 341,749 286,856 

売掛金 90,473 95,726 

その他 10,863 11,525 

流動資産合計 443,087 394,109 

固定資産    

有形固定資産 29,616 30,117 

無形固定資産 9,568 9,010 

投資その他の資産 94,341 92,839 

固定資産合計 133,525 131,968 

資産合計 576,612 526,077 

負債の部    

流動負債    

未払金 63,069 57,577 

未払法人税等 71,515 9,206 

未払消費税等 35,546 14,024 

賞与引当金 22,256 13,643 

紹介収入返金引当金 4,113 4,295 

その他 27,000 34,638 

流動負債合計 223,502 133,384 

負債合計 223,502 133,384 

純資産の部    

株主資本    

資本金 15,000 15,000 

資本剰余金 15,000 15,000 

利益剰余金 322,446 361,939 

株主資本合計 352,446 391,939 

新株予約権 663 752 

純資産合計 353,109 392,692 

負債純資産合計 576,612 526,077 
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（２）【四半期損益計算書】

【第１四半期累計期間】

  （単位：千円） 

 
当第１四半期累計期間 

（自 2019年４月１日 
至 2019年６月30日） 

売上高 261,155 

売上原価 36,216 

売上総利益 224,938 

販売費及び一般管理費 164,493 

営業利益 60,444 

営業外収益  

その他 9 

営業外収益合計 9 

経常利益 60,454 

税引前四半期純利益 60,454 

法人税、住民税及び事業税 9,206 

法人税等調整額 11,754 

法人税等合計 20,960 

四半期純利益 39,493 
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【注記事項】

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

 当第１四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期累計期

間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。 

 
当第１四半期累計期間 
（自 2019年４月１日 
至 2019年６月30日） 

減価償却費 1,390千円 

 

（株主資本等関係）

当第１四半期累計期間（自 2019年４月１日 至 2019年６月30日） 

１．配当金支払額 

 該当事項はありません。 

 

２．基準日が当第１四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期会計期間の末日後と

なるもの 

 該当事項はありません。 

 

３．株主資本の金額の著しい変動 

 該当事項はありません。 

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】 

    当社は、成長産業支援事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。 

 

（１株当たり情報）

 １株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

 
当第１四半期累計期間 
（自 2019年４月１日 
至 2019年６月30日） 

１株当たり四半期純利益 13円46銭 

（算定上の基礎）  

四半期純利益金額（千円） 39,493 

普通株主に帰属しない金額（千円） － 

普通株式に係る四半期純利益（千円） 39,493 

普通株式の期中平均株式数（株） 2,934,000 

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益の算定に含めなかった潜在株式

で、前事業年度末から重要な変動があったものの概

要 

新株予約権１種類（新株予約権の

数42個）。なお、新株予約権の概

要は「第３ 提出会社の状況

（２）新株予約権等の状況 ① ス

トックオプション制度の内容」に

記載のとおりであります。

（注）１. 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、新株予約権の残高はありますが、当社株式は非上場

であるため、期中平均株価が把握できませんので記載しておりません。 

      ２. 当社は、2019年11月５日付で普通株式１株につき600株の株式分割を行っております。当事業年度の期首に当

該株式分割が行われたと仮定し、1株当たり四半期純利益金額を算定しております。 
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（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

 該当事項はありません。 
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
 該当事項はありません。 
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